










要約:成人病予防の上で、肥満が大きなリスク因子であることは衆知の事実であり、また肥

満が高脂血症・肝機能異常・耐糖能低下･高血圧を招きやすいことがリスクの内容の主なも

のであることも衆知の事実であるが、これらの肥満に伴うリスク因子が治療介入によりど

の程度に、またどの程度の速度で除去できるかについては必ずしも十分には解明されてい

ない。肥満者に極めて単純な治療介入、すなわち食事療法を導入すると、血清コレステロ

ール値・トリグリセリド値・GOT・GPT 値･γ-GTP 値・耐糖能･空腹時血糖値が、数週間のう

ちに改善され、大部分の場合には正常化することを本研究により明らかにした。 


